
 

 

 

不確かな時代に生きるために～卒業に寄せて 

校 長 豊澤 尚弘  

 

３月上旬まで続いていた冷たい北風が暖かい南風にかわり、春の訪れを感じさせる良き日に、た

くさんの保護者、ご来賓の皆さまに見守られながら、卒業生一人ひとりに卒業証書を手渡すことが

できました。 

今の３年生が入学した１年生の頃は、まだ新型コロナウィルスの影響が色濃く残り、学校生活の

一つ一つが、様子を見ながらの活動でした。しかし、その中でも、日常のあたりまえの有難さを感じ

ながら、仲間を大切にし、穏やかな新羽中をつくってくれました。２年生、３年生と、少しずつその

影響が薄まってくると、それぞれの個性を発揮して、新しい新羽中をつくってくれました。修学旅行

では、京都巡りのコースを企画してプレゼンテーションをおこない、体育祭では、学年種目を自分た

ちで考え、自分たちで運営していました。さまざまな活動で、委員を中心に協力し、自分たちで自分

たちの学校をつくってきた、そんな３年生でした。 

 

今、時代や社会は、目まぐるしく変化しています。これから卒業生が出て行く社会は「確かな答え

がない」世界です。これまでの常識がこれからも正しいとは限りませんし、誰かが正解を教えてくれ

るわけではありません。現代はさまざまな情報にあふれています。ＳＮＳでは、こちらが求めなくて

も勝手に情報が押し寄せてきます。しかし、それらの中には、つくられたもの、ある方向に誘導しよ

うとするもの、悪意があるものも含まれています。闇バイトのように、犯罪に結びつくものさえあり

ます。 

そんな不確かな時代に、さまざまな情報から真実をつかみとるためには、「自分で考え、判断する

力」が必要です。情報も人の言葉も、何も考えずに、ただ受け入れてよいものではありません。いつ

も受け身でいると、気がつかないうちに誤った情報に流されて、自分自身や、時には周りの人までも

思わぬ方向に進んでしまうことがあります。「ネットにあったから」「誰かが言ったから」ではなく、

自分で考え、判断し、真実をつかんでいくしかありません。 

卒業生には、これからもたくさんの人や物に出会い、経験を積みながら、自分で考え、自分を磨き

続けてほしい。そして、幸せになってほしいと願っています。 

 

地域の皆さまには、この３年間、いつも温かく見守り育てていただき、誠にありがとうございまし

た。卒業生は、新羽中を巣立っていきますが、これからも新羽の町が、子どもたちの心のよりどころ

となっていただけますよう、お願い申し上げます。 
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